
筑
紫
（
九
州
）
の
萬
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
四
十
二
回
）

「
豊と

よ

国く
に

・
香か

春わ
ら

の
萬
葉
集
」

・
萬
葉
集
に
詠
わ
れ
て
い
る
豊
国
の
「
香
春
」
は
今
の
福
岡
県
の
東
北
部
に
位
置
す
る
福
岡
県
田

川
郡
香
春
を
指
す
。「
香
春
」
に
は
福
岡
県
中
部
に
位
置
し
古
代
九
州
地
区
を
統
治
し
て
い
た
大
宰

府
と
豊
前
国
府
（
福
岡
県
京
都
郡
み
や
こ
町
辺
り
）
な
ど
を
結
ぶ
官
道
「
田
河
道
」
が
本
シ
リ
ー

ズ
第
三
十
一
回
に
掲
載
し
た
万
葉
集
に
も
詠
わ
れ
る
鏡
山
（
頂
に
鏡
山
神
社
鎮
座
）
の
麓
を
通
っ

て
い
た
と
さ
れ
る
。
今
、
こ
の
鏡
山
の
麓
に
古
代
大
宰
府
道
「
田
河
道
」
の
石
碑
が
建
つ
。

・

・
古
代
の
官
道
「
田
河
道
」
は
、
大
宰
府
か
ら
は
、
北
東
部
に
あ
た
る
米
ノ
山
峠
（
飯
塚
市
）
な
ど

を
越
え
て
「
香
春
」
に
到
り
、
街
中
を
通
り
香
春
と
京
筑
地
方
（
福
岡
県
東
部
に
位
置
し
周
防
灘
に

面
す
る
行
橋
市
と
豊
前
市
、
京
都
郡
、
築
上
郡
を
い
う
。）
を
結
ぶ
、
古
代
、
仲
哀
天
皇
が
通
っ
た

と
い
う
故
事
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
と
い
う
仲
哀
峠
（
七
曲
峠
）、
今
は
新
仲
哀
ト
ン
ネ
ル
（
国
道
２

０
１
号
線
）
を
通
り
、
豊
前
国
府
（
福
岡
県
京
都
郡
み
や
こ
町
辺
り
）
に
至
る
か
、
更
に
進
み
大
宰



府
か
ら
東
へ
５
０
キ
ロ
程
離
れ
た
瀬
戸
内
海
の
南
西
端
に
位
置
す
る
周
防
灘
沿
岸
に
あ
っ
た
古
代
、

草か
や

野
津

の

つ

（
現
・
行
橋
市
辺
り
）
と
呼
ば
れ
た
港
な
ど
に
至
る
官
道
で
あ
っ
た
。

（
写
生
地
）
万
葉
集
に
詠
わ
れ
る
「
香
春
の
鏡
山
」
は
Ｊ
Ｒ
日
田
彦
山
線
「
香
春
駅
」
か
ら
北
方
約

２
キ
ロ
の
山
あ
い
の
平
地
の
田
の
あ
い
だ
に
あ
る
、
こ
ん
も
り
と
茂
っ
た
小
山
で
あ
る
。
こ
の
鏡
山

の
麓
か
ら
東
の
方
向
に
あ
っ
た
豊
前
国
府
（
現
福
岡
県
京
都
郡
み
や
こ
町
辺
り
）
あ
る
い
は
周
防
灘

沿
岸
に
向
か
う
古
代
の
雰
囲
気
が
残
る
道
路
と
周
辺
の
香
春
風
景
、
背
景
に
香
春
町
と
京
筑
地
方
と

を
隔
て
る
山
々
（
障
子
ヶ
岳
・
飯
岳
山
＝
大
阪
山
な
ど
）
を
描
く
（
杏

花
）

〇
香
春
の
町
は
筑
豊
（
福
岡
県
中
央
・
内
陸
部
）
を
代
表
す
る
名
山
と
い
わ
れ
る
香
春
三
山
（
南

か
ら
北
に
一
の
岳
、
二
の
岳
、
三
の
岳
と
称
す
）
の
一
の
岳
の
麓
に
あ
り
町
の
中
に
は
古
代
の
官

道
・
田
河
道
の
「
田
河
駅
家
」
が
置
か
れ
、
ま
た
、
北
に
向
う
小
倉
街
道
（
現
・
国
道
３
２



２
号
線
）
と
東
に
向
か
う
行
橋
街
道
（
現
・
国
道
２
０
１
号
線
）
の
分
岐
点
に
当
る
こ
と
か
ら
多

く
の
人
が
行
き
来
し
交
い
交
流
す
る
中
で
香
春
を
舞
台
に
し
た
歌
が
数
首
、
万
葉
集
に
記
さ

れ
て
い
る
。

・
そ
の
中
の
一
つ
に
次
の
歌
が
万
葉
集
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「
抜ぬ

き

気け
の

大
首

お
お
び
と

、
筑
紫
に
任ま

け
ら
え
し
時
に
、
豊
前
の
国
の
娘
子

を

と

め

紐
児

ひ
も
の
こ

を
娶め

と

っ
て
作
っ
た
歌
三
首
」

１
）
豊
国

と
よ
く
に

の

香
春
は
我
家

わ

ぎ

へ

紐
児
に

い
繋つ

が

り

居を

れ
ば

香
春
は
我
家 

 
 

巻
九
―
１
７
６
７

（
解
説
）
豊
前
の
国
の
香
春
は
わ
が
家
で
あ
る
。
愛
す
る
紐
児
に
い
つ
も
つ
な
が
っ
て
い
る
か
ら
、

香
春
は
わ
が
家
で
あ
る
。

＊
「
い
繋
り
」
と
は
「
糸
で
か
ら
げ
つ
づ
る
。
つ
な
が
る
。」
と
の
意

２
）
石

上

い
そ
の
か
み

布
留

ふ

る

の
早
稲
田

わ

さ

だ

の

穂
に
は
出
で

ず
心
の
う
ち
に

恋
ふ
る
こ
の
頃

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

巻
九
―
１
７
６
８

（
解
説
）
石
上
の
布
留
の
早
稲
の
田
の
よ
う
に
、
あ
な
た
へ
の
思
い
は
顔
色
に
あ
ら
わ
さ
ず
に
、
心

の
う
ち
で
恋
し
く
思
っ
て
い
る
こ
の
頃
で
あ
る
。

 
 
 
 
 

＊
「
穂
に
は
出
で
す
」
は
顔
に
は
だ
さ
ず
。
の
意

・「
石
上
の
布
留
」
は
、
奈
良
県
天
理
市
の
西
方
一
帯
に
か
け
て
ひ
ろ
く
称
し
た
地
名
で
、
布
留
は

石
上
神
宮
付
近
に
今
も
布
留
町
の
地
名
が
残
る
。
万
葉
集
に
は
、
石
上
神
宮
一
帯
を
「
石
神



布
留
」
と
詠
む
人
麻
呂
歌
集

巻
十
一
―
２
４
１
７
に
次
の
歌
が
あ
る
。

石
上

い
そ
の
か
み

布
留

ふ

る

の
神か

む

杉す
ぎ

神か
む

さ
ぶ
る

恋
を
も
我わ

れ

は

更さ
ら

に

す
る
か
も

（
解
説
）
石
上
の
布
留
の
神
杉
の
よ
う
に
老
い
て
な
お
、
恋
を
し
て
い
る
。

・
石
上
神
宮
は
「
日
本
書
紀
」
に
記
述
が
あ
る
日
本
最
古
と
云
わ
れ
る
神
社
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

元
々
は
古
代
、
大
和
朝
廷
の
武
器
庫
に
も
当
た
る
よ
う
な
と
こ
ろ
で
、
こ
の
地
の
豪
族
・
物
部
氏

が
管
理
し
て
い
た
。

（
写
生
地
）
石
上
神
宮
境
内
は
あ
く
ま
で
も
静
寂
で
古
代
が
眠
っ
て
そ
の
ま
ま
現
在
に
至
っ
た
趣

が
あ
っ
た
。
布
留
山
を
背
景
に
鬱
蒼
と
し
た
神
杉
の
杜
に
鎮
ま
る
石
上
神
宮
を
描
く
（
杏

花
）



３
）
斯か

く
の
み
し

恋
ひ
し
渡
れ
ば
た
ま
き
は
る

命
も
我
は

惜
し
け
く
も
な
し

巻
九
―
１
７
６
９

（
解
説
）
こ
れ
だ
け
恋
し
く
思
い
つ
づ
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か,

ら
、
自
分
は
も
う
命
も
惜
し
い
こ

と
は
な
い
。
＊
「
斯
く
の
み
し
」
―
こ
れ
だ
け
の
意
。
＊
「
惜
し
け
く
」
―
惜
し
い
こ
と
の
意
。

〇
こ
の
歌
は
、
何
か
の
任
を
帯
び
て
筑
紫
に
下
っ
た
作
者
が
、
豊
国
香
春
の
里
で
、
こ
の
地
の
「
紐

児
」
と
い
う
娘
子
を
め
と
っ
た
喜
び
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
２
）
の
「
石
上
の
布
留
」
の

歌
一
首
か
ら
作
者
の
故
郷
で
あ
る
大
和
の
地
に
例
え
て
詠
っ
た
相
聞
歌
で
は
な
い
か
。
と
の
説
が
あ

る
。
ま
た
、
中
央
の
官
人
が
地
方
に
赴
任
し
て
い
る
間
は
、
任
地
の
女
子
を
め
と
っ
て
妻
妾
に
す
る

こ
と
は
古
く
は
か
な
り
お
こ
な
わ
れ
た
ら
し
い
。 
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